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はじめに

クンダリニー概念の諸相について拙稿（巻
口 2020）で検討した。精神医学において悪性
症候群（Neuroleptic Malignant Syndrome）の原
因について諸説があるが、それらに対して私は
悪性症候群における不明熱のクンダリニー原因
仮説を提示した。もろもろの症状を引き起こす
クンダリニーという原型的なエネルギーの臨床
的研究の必要性は高いのに、砂上の楼閣と批判
されそれ以上探求されないことは現代文明の限
界であろう。そうした「スピリチュアリティー
と現代」の課題を含め、2021度の日本トランス
パーソナル心理学／精神医学会学術大会で研
究発表を行ったので、そこでの質疑応答をもと
に、本稿ではクンダリニー覚醒の修行にまつ
わる諸問題、具体的には霊的な危機（Spiritual 

Emergency）をもたらす外的要因としての邪気
や穢れとは何かについて、私の経験をまじえて
検討したい。
クンダリニー覚醒は、悟りと同時に浄化に
ともなう様々な症状や感覚をもたらすといわ
れている。全身が細かく振動する感覚、五感

が失われ深く内面に沈潜する感覚、フルートの
ような高い音が聞こえる、マグマが噴き出てく
る感覚、（怒りや悲しみの感情に伴う）激しい
頭痛や腰痛など例をあげればきりがない。読者
の方々には、本稿を読まれる前に拙稿（巻口
　2020）をお読みいただきたい。本稿の内容
は生理的クンダリニー症候群（Physio Kundalini 

Syndrome）をもたらす諸要因についての哲学
的検討を含む私見である。
クンダリニーについては以下のように拙稿

（巻口 2020）で述べた。クンダリニーは、シ
ヴァ神と別たれたシャクティー女神として象徴
される。女神は、頭頂で待っているシヴァ神と
再び出会い、結ばれる。そうすると、二元的な
迷妄の世界からの解脱を経験するといわれる。
ただ、この旅はそんなにすんなりとは進まない
のが常である。C.G. ユングがクンダリニー覚
醒を「人生最大の冒険」と表現しているよう
に、解脱へいたる修行の過程は、ジャングルの
ような未開領域の探検であり、必ずしも見通し
がきく平易なものではなく、味方のみならず敵
ありで、自らの限界に挑む孤独な旅である。そ
の過程においては様々な障壁、ブロックがあり
それを避けて、一時悟りのような状態を手に入
れたとしても引き戻されるので、クンダリニー
覚醒の要件である「持続性」に欠けると私は考
えている。
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クンダリニー症候群や悪性症候群における発
熱をはじめとする困難な状態は、上昇するクン
ダリニーとそれを阻む障害物との間の葛藤や摩
擦熱に起因すると考えているが、この障害物と
は何なのか。それはチャクラに存在する自らの
過去のトラウマやカルマ、あるいは外的な邪
気や邪魔だといわれる。カルマについての考察
は、仏教的なものも含め多いものの後者の外在
的な障害物そのものについての検討は少ないの
で以下で検討したい。
クンダリニーは宇宙的悟りをもたらす広大な
エネルギーとされるが、ナディーを通過して各
自に悟りをもたらすので、ナディーの局所具体
的なつまりがあれば、クンダリニーの目的は達
せられない。修行の内的世界には精妙で広大な
次元のみならず、粗大で物質世界に近い次元も
存在し（例えば中医学や魔術の思想はそれを
扱っている）、そこを無事に克服し通過しなけ
れば悟りの目的地へ到達できない。
外的な要因として不可視の実在、「気」のみ

ならず「邪気」なるものが個人（の瞑想）に影
響を与えるなどというと、実に怪しい考え方だ
と思う人は多いかもしれない。白隠禅師は禅病
を患ったが、禅宗において邪気払いの祈祷が行
われることはない。しかし、密教や日蓮宗では
伝統的に結界や厄払いの次第、作法が存在して
いる。東洋思想では、自他は一如であるか、切
れ目なく連続しており、他からまったく切り離
された自我という考え方は例外的ではないだろ
うか。中国の思想において経絡を詰まらせるも
のには外的邪気がある。ヒンドゥー教において
も、シヴァ派のサドゥーのなかには、菩提樹の
マーラーだけでなく灰を身体各部に塗って自分
をアスラとよばれる邪気から守ろうとする人た
ちもいる。ヒンドゥーの思想では、穢れを他か
ら受けるということは当たり前のことで、瞑想
のマスター、グルは、弟子のカルマや穢れを意
図的、積極的に引き受けるのだというし、他方

弟子は師匠の傍らで瞑想し、その偉業、すなわ
ち目に見えぬエネルギー的な恩恵に意図的にあ
やかるのであって、これらはある人の内的状態
が他者に働きかけて影響を及ぼすという思想的
前提の上に成り立っている。ジャダプール大学
のニランジャナ博士は、一定数の人間が悟りを
得れば、あるいは悟りを開いた人がその役割で
新たに生まれてくれば、それだけで周囲、世界
に広く影響を及ぼすとインドでは考えられてい
ると述べていた。逆に言えば、多数派が信仰や
修行から離れてしまった現代社会においては、
修行者は足を引っ張られていることになる。世
俗的な社会でひとり悟るということは難易度が
高い。他人の食器を使わないというインドの生
活習慣は、衛生面だけではなく、他から不用意
に穢れを受けないためということでもあるとい
う。
個人の悟りも、時代や環境を含めて外的な要
因に左右される。修行者が周囲の外的環境に影
響を与えるのだとすれば、それ（の恩恵）を喜
んで受け入れ、弟子に志願する人もいれば、そ
れ（＝場の変化）を好まず先駆的な修行者の邪
魔をしたいと思うような保守的な人や存在がい
ておかしくはない。そもそも、意識の深層は閉
じてはおらず集合的であるとも言われており、
ヒンドゥー教の思想、修行システムにかんがみ
ても、修行者にはいろいろな次元での様々な外
的な働きかけ（教導や邪魔）があると考えるこ
とができる。

１．クンダリニー

インド哲学においてクンダリニーについて
様々な考え方があるものの、それらに共通する
ところは、イダー、ピンガラー、そしてスシュ
ムナー、これらの三本のナディーをクンダリ
ニーは垂直方向に上昇するというところである
（合田秀行の研究論文など）。ユングによれば、
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クンダリニーは最も強力な原型的エネルギーで
あり、地下世界から魂の上昇と帰還を象徴す
る力である（ユング 1932＝2004）。その3本の
ナディーはどれもが頭頂と足の裏を結ぶ縦方
向に配置されていることは重要である。頭頂部
にはシヴァ神が待ち受け、足の下方にはシャク
ティー女神（クンダリニー）が控えている。女
性性が目覚めて上昇し、シヴァ・シャクティー
という夫婦が再会し結ばれると、すべての二元
的な世界を越えて解脱の境地が生ずるとされて
いる（巻口 2020）。
クンダリニー上昇にはイダー（女性性）とピ
ンガラー（男性性）双方のバランスをとること
が必要だといわれる。これを、日々の行為と結
び付け、現代的な男性的、攻撃的で競争的な生
活をしていてはバランスがとれるわけがないと
考える研究者もいる。女性でも男性でも、自分
の性別と異なった性を補い内なる全体性を完
成することがクンダリニーの完全覚醒には必要
ということだろうか。そして、イダーとピンガ
ラーの均衡に関して修行上で必要なことは、受
動的で女性的な柔らかなエネルギーの修行（女
性的エネルギーはカタルシス、リラックスを促
しトラウマや感情の解放に必要である）だけで
はなく、硬いエネルギーを能動的に出していく
ような修行法もまた必要だということではない
かと私は考えている。後者は、自分が人に対し
て癒し手になるような人助けの修行でもあり、
後述するような邪気を払い除ける技法や丹田を
鍛える武術気功なども含まれる。女性性、男性
性の統合ではないが、これら対極にある両系統
の修行がクンダリニー上昇に必要であるという
点は知られていない。なお、カバラのセフィ
ロートの体系では、峻厳の柱と慈悲の柱がピン
ガラーとイダーに相当するように、クンダリ
ニーのエネルギーは文化によって様々に象徴さ
れているととらえることができるが、いかに多
様に象徴されようとも、それらシンボルはどれ

もが縦の柱をもっていることに注目したい。　
中国における経絡の流れはインドにおけるナ
ディーとは異なる。しかし、経絡人形を観察す
ると、経絡の流れの多くは任脈や督脈を含めて
縦方向になっている。確かに、経絡は垂直では
ない箇所もあり斜めになっているようにも見え
るが、真横の脈というものは見当たらない。こ
のことは人間が、元来、平面的な存在ではな
く、天地を結ぶ柱となり解脱できる潜在的な可
能性をもっているという思想と関連性をもって
いる。漢文学者の白川静によれば、そもそも漢
字の「経」とは「縦の意」であり正常なもの、
横や斜めはすべて「よこしま」な性質の意であ
る（白川 1987）。つまり経絡という概念自体が
縦ラインのエネルギーの流れを想定している。

２．ヨーガについて

この縦のライン、背骨のスシュムナーナ
ディーを浄化しクンダリニーを上昇させ、シ
ヴァと再び結合することがヨーガの目的とされ
る。ところで、拙稿でも指摘したが、多くの心
理学者はそれによってまず生活の質が向上す
ると主張している。例えば、インド国防省の
Surethや聖ステファン大学の Jayachanderらは、
138名の学生や大学生を被験者として調査をし、
認知能力、心理的幸福、健康、感情的および社
会的健康に対して、クンダリニーヨーガの実践
は、クンダリニーエネルギーを覚醒させ昇華す
ることで健康を増進し、病気を予防すると結論
付けた。介入グループが、心理的健康、内的コ
ントロール、記憶、サポート感、および不安
と怒りの大幅な減少について、中間および事後
の評価で統計的に有意な改善を示した（Sureth 

and Ramachandran, Jayachander, 2013: 7-13）。ク
ンダリニーが目覚めれば直ちに生活の質が向上
するというのである。
しかし、クンダリニーの覚醒を目指すヨーガ
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は健康増進に常に役立つとは限らず、困難な状
況や諸力を呼び寄せ、むしろ生活の質が低下す
る可能性もある（なお私の経験上、逆に目覚め
たクンダリニーには師となる人に出会わせる力
もあるようである）。これが統計的に表れてこ
ないとすれば、研究者がインテンシヴなヨーガ
を経験した人を被験者としていない可能性が想
定できる。心理学者の中村雅彦は、霊的修行者
の多くが魂の暗闇を経験していると述べている
（中村 2003）。インドのあるグルが、弟子のな
かには修行によってかえってしんどくなったと
不平をのべて、グルを恨み去る人がいると言っ
ていた。瞑想は危険と隣り合わせであって、縦
方向の上昇＝シヴァ、シャクティーの再会（修
行）をもっぱら妨害するものが存在するように
私には思える。釈迦、ユング、心理学者の中村
雅彦はそれぞれ以下のように述べている。

良いものは高価であると世では言われて
いる。良いことをしようとすると必ず障り
がでるものである。サダープラルディタの
修行の道にも、この障りがいくたびとなく
現れた。（仏教聖典協会 318-9）

（無意識における）非個人的な、非人間
的な次元で起こるできごとにはすべて非常
に不愉快な性質があるということがわかり
ます。すなわち、そちらがこちらにまとわ
りついてくるか、こちらがそちらにしが
みついてしまうか、になるのです。（Jung 

1932=2004: 92）

最近は気軽に霊的な修行の世界に入る人
もいるようだが、修行ごっこならいざ知ら
ず、本気で修行するつもりなら、大きなリ
スクも背負っていることを覚悟してほし
い。（中村 2003: 28）

自我の外の領域が、自我にまとわりついてく
るような出来事とは、ひとつには非個人的な原
型的エネルギーであるクンダリニーが侵入して
くるということである。
また、石川勇一は次のように述べている。

悪い因と縁があるとき、修行は妨げられ
るか、修行をしても悪い結果を生み出す。
悪い因と縁がないときに、修行に妨げは入
らない。悪い因と縁があると気付いた時に
は、それを取り除く努力が修行を成就させ
るための準備の修行となる。（石川 2021: 

9）

私の体験談で恐縮だが、クンダリニーという
垂直方向の上昇力と、それを阻んだり下方へと
引っ張る横方向の入力、すなわちカルマや外的
な邪気との緊張、葛藤が存在する。それらは、
クンダリニーの覚醒の強度や大きさ（マハーク
ンダリニー覚醒のケース）と関係しており、覚
醒の強度や大きさがある場合ほど邪魔されや
すく、「上昇」する力と「維持・下降」する力、
この両者が有する価値観や役割の根本的相違と
争いが背景にあると思われる。クンダリニー症
候群の存在は、この縦と横の力の葛藤、権力関
係の帰結といってもよいのではないか。
縦方向の上昇力がクンダリニーであるが、以
下では横方向の力についてさらに検討したい。
宿業、カルマについては仏教以外でも広く検討
されているので本稿では触れない。近年、欧米
においても、瞑想における魂の暗闇のプロセス
について、急性、慢性の禅病や魔境などとし
て扱われ、研究報告の数も増えており関心が高
まってきている。こうした研究の議論のなかで
は、魔境は避ける必要があり、精神病的な特徴
を伴うのであるから、それを改善する対応が必
要であるということが前提となっている。改善
とは、現状が良くない、それを経験すべきでな
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いという否定的な評価や価値判断から導かれる
対応である。だが、暗闇の経験、内外のネガ
ティブなものとの対峙と克服なしに悟りへと向
かうことができるだろうか？　それらをバイパ
スするのではなく、それらと面と向かい合うこ
とこそが修行の核心であるとはいえないだろう
か。以下ではクンダリニーの上昇を止めてしま
う外的要因としての邪気について検討してみた
い。

３．邪気とは

善悪や正邪の区分の思想について拙稿（巻口 

2020）で論じたが、デュルケムは、宗教は世界
を聖と俗とに区分するものだと主張し、聖と俗
の混交は通常タブーとされているが、聖なるも
のと俗なるものとが定期的に接触することで、
聖なるものは活気づけられるとも主張してい
る。例えば犯罪は、意図せざる結果として道徳
的な集合意識を刺激し活性化するという。人々
に苦痛をもたらすものが、一見してわからない
有用な働きをしており、潜在的機能を有してい
るという。同じ視点で、デュルケムは苦痛とは
俗世へ人々をつなぎとめている紐帯が部分的に
であれ断たれた徴であると述べており、逆に快
適な状態とは、この世への執着が維持されてい
る状態ととらえることができる。インドでも、
苦痛とは、この世が本当の居場所ではないこと
を思い出させてくれるものだという考え方があ
る（ヨガナンダ 1983）。デュルケムは、快・不
快の判断基準でものごとの良し悪し、価値を
決めることはしない。苦痛にそうした潜在的な
機能や価値を見出すデュルケムの立場からすれ
ば、この世に無駄はないともいえる（ただ彼は
そうはいっても苦痛が圧倒的で過剰な状態は自
殺を招き異常だとしている）。
マルセル・モースは呪術について、贈与の均
衡が崩れた状況と関連させて理解している。呪

術は、あくまで世俗的なものであり社会的連帯
には寄与しないものであるが、しかしながらそ
れは社会のある位置を占めており、社会によっ
て承認されているとも述べ、それに一定の役割
を見出している（Mauss et Hubert 1899=1983）。
そして、マナのような宗教力は感染力をも
ち、人から人へとこだまする、その絶頂が集合
的沸騰であるという（デュルケム 1912=1941, 

1942）。
東洋思想（中医学）では、邪気について次の
ように考えている。七情といわれる喜怒哀楽は
気のエネルギーを乱したり低下させたりする。
先天的な要因や衣食住などの他の要因も相まっ
て、気が虚し人体の防衛機能が低下したときに
外邪が入り込んでくる。生命力旺盛で抵抗力の
強い人は、邪気を攻撃する力も強く、戦いの
際に膨大な熱を発生させる。一見症状が重症に
見えるが、邪気が排除されると熱も収まり症状
も回復する。逆に抵抗力の弱い人は、発熱や嘔
吐などの症状も少なく、一見すると穏やかで軽
症に見えるが、むしろ症状が長く続き邪気が体
表での防衛を突破して深く侵攻してしまう。こ
うなると邪気に感染し染まってしまう。邪気
は、自身の真気が虚した（＝エネルギーの停滞
した）臓器の経絡や血液やリンパの働きを通し
て、五臓六腑へと入り込む。脳や心臓にまで邪
気が及ぶと、身体は発汗や嘔吐、大小便や涙、
鼻水や出血などあらゆるやり方で邪気を外へ追
い出そうとする。邪気が入り込み、身体の防衛
機能が目覚め、病後にかえって体質的な虚が改
善されて健康になることもある（横田 1998）。
デュルケムの犯罪による集合意識の活性化につ
いての議論に通ずるものがある。
風邪は万病のもとなどといわれるが、邪気に
ついて中国医学では未病の段階を経て様々な病
の原因となると考えられている。
精神医学においては、霊的な存在にとりつか
れたという訴えを主とする憑依状態や祈祷性精
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神病とよばれる状態像があり、一定数の臨床研
究が存在する。憑依は幻覚の内実である実体的
意識性を核心とし、自他の分離を前提に、後
部や下方に重く死んだ空間が表れ、「外」から
やってきて、存在として押し迫ってくる。そう
すると静まらずに、うるさく、騒がしくなるな
どと分析する精神科医もいる。これは統合失調
症の陽性症状と重なる。精神科医の中安信夫ら
は次のように報告している。
原始的、呪術的妄信から解放された近現代に
おいて憑依は次第に姿を消し、憑依状態は医学
ではなく歴史学の対象となった。憑依は農村部
で多く、中都市部では散見され、大都市部では
少ない。しかし、都市部の無信仰な家族の人格
変換事例（1959）、急に声変わりした長女につ
いた何者かが母にも乗り移り精神病院に救急搬
送された事例（1977）を含め大都市部での臨床
事例４件以上が確認されている。憑依は迷信妄
想で遺物とする説は一面の真理ではあるが全面
的には首肯できない。祈祷では症状が寛解せず
薬物投与でよくなるケースが多い。他方、合理
的な精神療法が功を奏せず、祈祷が有効な憑
依のケースもわずかながら確認される（柏瀬 

2004、中安 2004、大宮司 1995）。
愛媛大学教授であり同時に臨床家として祈祷
を活用し一定期間活動していた中村雅彦は、眷
属や生霊や動物霊などとよばれてきたものが、
精神症状の原因となり主として腰や足などの下
半身に痛みや重みをもたらしたり、皮膚の問題
や高熱などの原因ともなりうると述べ、それぞ
れの邪気の特徴とそれに遭遇した際の状態に
ついて列挙している。これらの状態が臨床デー
タに基づいているかどうかは不明であるが、中
村のヒーラーとしての祈祷経験からこれらの邪
気が修行を邪魔したり、病気をもたらしたりす
ると考えられるのだという（中村 2008 ）。中村
は、『呪いの研究』において、「闇のエネルギー
ほど勢いがありその力が強い」と述べる。男性

的で攻撃的な性質をもつのが邪気ではないか。
そして、「修行が順調であるほど（妬みなどで
足を引っ張られて）こうした存在による邪魔が
入りやすい」と指摘している。修行が進んでい
なければ邪魔する必要もない、修行がすすんで
いるからこそ邪魔されるということはあるのか
もしれない。世の中、世界平和を含め正論を述
べて攻撃されるということはしばしばあること
だし、瞑想修行で正しい道を進むことで攻撃さ
れるということがあっても不思議ではない。そ
して、中村は、邪魔に遭遇する困難な人生それ
自体が修行となる、ヒーラーになるような人に
は元来そういう宿命の人が多いともいう。癒し
と邪魔は隣接しており、癒し人の世界には呪い
が渦巻いているのだという。
このように病は気からで、邪気が様々な状態
をもたらすと東洋思想では考えられており、精
神医学でも憑き物を訴える精神病者の主張を取
り入れた考察がなされている。邪気との対峙に
よって自分がより明確になるともいえる。た
だ、こうした外的な障害物とクンダリニーとの
関連の考察はあまりない。
クンダリニーの上昇エネルギーを外的な邪気
が妨害するという経験者の訴え自体があまり見
当たらないが、デボラという米国女性の統合失
調症経験者は、せりあがる発熱性のマグマ（＝
クンダリニー）に対抗する体内の不可視の存
在のことを「腫瘍」と表現している（Hannah 

1964=1971）（巻口 2020）。
漢字の成り立ちに戻る。汚れを「払」う＝

「拂」うという漢字は、手の動作によって自ら
に絡みついたひも、外的障害物を取り除く様子
から成立したといわれる。弗にはからみついた
ひもを自らの手で左右に払い除けるという意味
がある。そして、無事に汚れ（あるいは厄や煩
悩）がはらわれた人（＝ニンベン＋払う）が、
佛＝仏ということになるのだろうか。
邪＝「横シマ」という言葉の語源は、縦方
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向が「正当」なものととらえられ、それを阻
害する横方向のものが「不正」なものと考え
られていた背景があるという。横方向・水平方
向、維持の力が正統だとは捉えられていないの
である。この世を現状維持する力が正統だとい
うことになれば、そうした力から見ればクン
ダリニーのほうが邪気だということになって
しまうが、そうではないのである。「汚」れや
「邪」気の語源であるが、牙という部分につい
て通説では人間の犬歯をさすか、二本の柱を組
み木でつないだ様子を示しているという（藤堂 

1963）。白川静によれば邪は、牙の歯並みが乱
れている様であり、衣をその折り目に従わずに
引き裂くことをも言う。縦シマ、つまり縦方向
の柱に対して「よこしま（横シマ）」なものが
入り込み、「中央線（正道）から外れてしまう」
状態が牙の意味するところである。白川静によ
れば、よこしまなものとは横暴、横虐、謀であ
り、奇邪の民の呪詛による「病原の知られてい
ない病」に感染することである。今日感染症と
して位置づけられている風邪とは本来、「邪神
がもたらす得体のしれない病」、底知れぬ病だ
ということである（白川 1987）。なお、インド
のチャラカサムヒターにも鬼神による病という
章がある。邪とは正道から外れ、正常でないあ
りさまであり、これは不毛な結果と結びつく。
川の流れがせき止められたりうねって、まがっ
てよどむ状態をイメージし、この漢字の牙とい
う部分が成立したということのようである。こ
のような正当とされる縦ラインの上昇を遮る性
質から、邪気はこの世への強い執着をもってと
どまろうとする傾向、上昇を否定し下降するこ
とをよしとする傾向をもっているのではない
か。修行を経て上昇しようとする力に対して、
人を停滞させ沈める意図をもって自律的にうご
くのが邪気であるということではないか。修行
とは個人の努力を越えた大きな対立を背景と
し、各人の修行がうまくいかないとすれば個人

的な努力不足や問題も確かにあろうが、それを
越えた大きな規模での諸力の配置という背景、
修行をしない多くの存在たちの妨害があるのか
もしれない。信仰や修行から遠ざかった現代社
会は、修行者にとって負荷になっている。民俗
学では、こうした邪気について妖怪や悪鬼など
として検討してきたのだろう。
邪気には縦方向のクンダリニーの上昇、覚醒
を邪魔し阻む働きや目的があるように感じられ
るのであるが、こうしたことを生きているうち
に経験すると、将来的に足を引っ張られる可能
性についてもおのずと予期することができ、そ
れに生前から取り組むことができるというメ
リットはあるのかもしれない。

４．チャクラと五重塔

横やりによる邪魔・妨害の有無やその程度、
それをどの程度浄化できるのかによって、どこ
までクンダリニーが上昇できるのかが決まって
くると考えられる。『チベット死者の書』では、
魂が頭部（頭頂）から抜けることが良く、首の
チャクラが詰まって手から抜ければふたたび人
に生まれ変わるという記述がみられる。死にゆ
く人を解脱へと導くための僧による転移（ポ
ア）の儀式も存在する。もし魂が頭部からも、
手からも抜けることができないとすれば、魂は
より下方の輪廻（動植物など）の道へと再生し
てしまうと考えられているようである。
中医学においては様々な経絡のつまりは、解
脱における障害であるというよりも、気の滞り
であり、未病を経て心身の病気につながると考
えられており、滞った気を開き駆逐するような
対処がなされる。
筆者は2019年、クンバメーラ祭の際にインド
のプラヤグ（アッラーハバード）のトリベニに
出向いて、川原の仮設テントに滞在した。その
際に張りぼてでできた塔に出会った（写真1）。
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これをある人はチャクラだという。またある人
はkunda＝壺であり、悟りの境地を意味してい
るという。いずれにしろ内的なエネルギーや境

地を構造物として表現したものである。私は、
日本における五重塔をすぐに思い出し、この張
りぼてが塔や墓石の原型ではないかと考えた。
クンダリニーがスシュムナーを上昇し悟りへ
と至るまでに、いくつかナディのラインが狭
まった関門（＝結節）があるとされている。人
体に対して横方向の流れであるチャクラといわ
れるエネルギーの渦には異なった要素の神々が
住むとともにカルマが蓄積されているという立
場もあり、その箇所でクンダリニーがせき止め
られると、脇へそれたクンダリニーがそのチャ
クラに対応する性質を過剰に強めてしまうとも
いわれている。下方のチャクラでクンダリニー
が強まると、例えば性欲が強くなるなどと言わ
れており、修行はスムースなプロセスではなく
様々な難関を越えなければいけないことを示し
ている。
五重塔は天を目指してそびえたつが、仏教で
は、五大（地水火風空）を五重塔と結び付けて
いる。これらの建築物は、悟りへ至る過程を表
現していると思われる。
拙稿（巻口 2020）で指摘したが、クンダリ

ニーは、不随意的であり自動的に上昇する力と
して感知される。ユングによれば、それは魂

の帰還欲求であり、人のマインドはクンダリ
ニーに抵抗しようとするが、最後にはそれをあ
きらめてクンダリニーにゆだねるに至るとい
う（ユング 1932=2004）。それほどの持続的な
力をクンダリニーがもっているということであ
る。また他方でクンダリニーそれをせき止める
力をもったものもあり、それらの葛藤が自分の
中で生じていることを経験者は観察するものが
クンダリニー症候群の状態なのではないだろう
か。気功やヨーガなどの身体技法に親しもうと
する動機として、体調や気分的な問題を改善し
たいというものがあげられる。エネルギーの世
界は広大であり、夏目漱石が『草枕』のなかで
述べているような、旅先で即席に編んだ仮の枕
でぐっすり眠ることもままならない、住みにく
い不自由なこの俗世とは違う、義理人情を忘れ
て、自由な、魅力をもった世界ではないかと期
待したり憧れることもあろう。しかし、瞑想修
行をすすめていくと、しだいに深くに潜んでい
た自らのネガティブな記憶、トラウマや無意識
的な原型的な力が浮上したり、さらには修行を
邪魔するような外部からやってくるまさによこ
しまなエネルギーを（新たな次元の義理人情）
感じる出来事も起こりうる。私を含めて平凡な
我々が、そうした困難なしに垂直方向への悟り
へと難なく深まっていくようなことがあるだろ
うか。
現実生活で避けて後回しにしてきたことに、
修行のなかで違ったかたちで向かい合うことに
なる。刑務所に入ることは避けなければならな
いことであるが、刑務所から出所してかえって
生まれ変わったような人になっているというこ
ともある。現実生活では、問題を抱えれば環
境を変え、逃避することも可能である。しか
し、修行上の問題は自らの心の内面で生起する
事象であり、それに遭遇したからといって逃げ
出すことは難しい。修行上出てきた内面の感覚
とは、逃げずに正面から向かい合わねばならな

写真１（ハリボテの塔）
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い。瞑想などの修行は、現世の生活と同様に、
あるいはそれ以上に困難や危険と覚悟が伴うも
のであるという認識をもつことは重要であり、
修行におけるクンダリニー症候群、禅病、魔境
や憑依などの困難経験は決して稀で例外的な出
来事や他人事とは言えない。

５．修行における障害物について

瞑想修行がうまくいかないときの感覚には、
いろいろな種類のものがあり得る。修行自体
が苦行の様相を呈すれば物理的に様々な危険
を伴うが、日常生活のなかで自然発生的な霊
的な危機または覚醒を経験するケース（SSAs., 

Spontaneous Spiritual Awakenings）も近年実証的
に報告されていることから、一見して温和に見
えるヨーガの学習であってもリスクを伴うと考
えておくべきである（Taylor 2013）。
クンダリニー症候群との関連では、何かに

（ナディーが）ふさがれてしまいエネルギーが
先（上方）へ進めずに体内に充満する不快な感
覚が第一であり、そのほかに、米俵を背負わさ
れて足を引っ張られ全体的に重たくあるいは
冷たくなったり（反対に火照ったり）、なにか
自分が狭い範囲に閉じ込められてしまった感覚
が、しばしば列挙される。以下にその状況を検
討してみたい。
修行における障害物や邪魔について、まずは
自分の執着とか煩悩といわれるもの自体がそれ
であるといえる。私は、インドへ出向いて巡礼
をしたり、何人かの教師について日々の修行を
続けてクンダリニーの流れをよくするためにし
ていた修行の結果、執着とこだわりが減ったと
いうのが正直な感想である。何年か修行を続
け、気づいたら我慢なくベジタリアンになって
おり、また自動車や服装についてのこだわりも
なくなっており、クンダリニーの流れも改善さ
れた。私に関しては日々戒律を守り、強い意志

で禁欲を続け、その結果安定的にこだわり、執
着が減ったということではない。さらに自分
を見つめてみると、単に現世への執着が悟りへ
の執着に変化しただけなのかもしれない。表面
的になくなったように見えても、簡単に執着は
なくならないのであろう。ただ、背骨のつまり
は、自分の現世的なこだわり、執着が減ったと
同時に軽減し、物質的な現世への執着が自らが
作り出す横方面のブロックとなりクンダリニー
の上昇をふさいでいたということに後になって
気づいた。ともかく、普段の自分の現世的なこ
だわりや煩悩を払い除けることなく、ナディの
背骨のつまりだけをとるということは不可能で
はないか。そして、クンダリニーのルートをふ
さぐブロックが取れると、なおさらクンダリ
ニーが上昇し、さらなるブロックを燃やしこだ
わりが少なくなったというサイクルがあるかも
しれない。

６．スタートラインへ戻される

私は、修行が進みクンダリニーのつまりがと
れて頭にまで上がってきて、「順調だな」と心
地よく感じていたころ、突如外部からやってき
た邪魔な存在、エネルギーのふさがりを感ず
るようになった。修行の道は一直線ではなく、
ループであり山あり谷ありなのである。
自分のこだわりやトラウマがブロックになる
ことは否応なしに思い知らされてきたが、外か
ら働きかけてくる邪魔（中国でいう外因の邪）
が手ごわいことを修行のプロセスではじめて
知った。もちろん外的なものは自分の内的なも
のと関連性をもっている。外的な邪魔は、自ら
の心身の弱点、左右のアンバランス等を補強し
て圧迫してくる。よほど自らが浄化を進め、自
らを肯定し（＝緊張を解いて）、食欲や怒りや
悲しみを手放して純粋になっていないと（病気
になるなどして）邪魔には負けてしまう、勝ち
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目はないと感じたのである。クンダリニーの不
完全な覚醒を邪気が知らせてくれるのである。
ともかく、ある日、ほしいものが少なくなり、
平和な日々だなと思っていた矢先に突然エネル
ギーの流れが滞るような、外から圧迫されるよ
うな感覚を覚え、身近な人に相談すると邪気は
気にしないことが一番といわれたが、気にしな
いで済むレベルの違和感ではなかった。
拙稿（巻口 2020）で検討したように、悪性

症候群といわれ統合失調症をはじめとする精
神病の治療過程で発熱することがしばしばあ
り、その発熱によって精神症状が軽快したりす
ることがあるという点を検討した。クンダリ
ニーは感覚的に熱いエネルギーでもあり、悪性
症候群など筋原性ではない不明熱と関連する精
神病に関与しているのではないか。統合失調症
の記録である『デボラの世界』の主人公は、体
内の「腫瘍」と表現されるような障害物（実際
の腫瘍ではない）と、体内をせりあがってくる
マグマとの緊張関係を証言していた（Hannah 

1964）。
私はクンダリニー症候群と思われる状態をこ
れまで経験してきた。インドに滞在するなどし
て過去のブロックの解消に焦点をあてた修行を
経て、その流れは徐々に改善してきた。クンダ
リニーエネルギーが流れる量が大きくなったこ
ともある。それを、カシにアシュラムをもつ
ヴィシュヌ派のグルのサイマタジは喜んでくれ
ていた。
私は邪気というものを長年意識してこなかっ
た。修行を始めたかなりあとになってクンダリ
ニーの上昇を阻む粘着性のひもや団子状のエネ
ルギーが肩に巻き付いたり背中に入り立ちふさ
がる感覚をもった。邪気は、物質に近く、境界
と形態があり、局所的なものではないかと感じ
た。私があるときアパートの自室で瞑想してい
ると、クンダリニーの流れをせき止め修行を邪
魔しやめさせようとする圧迫感をもつように

なった。糊のように体に付着して、執拗に妨害
してくるかのような冷気を下半身に感じ、主に
手足が冷え症になってしまった。それは腕に巻
き付いたり、体表に粘着したり、しまいには体
内のナディーの位置に入り込んだように感じ
られたので、修行を妨害する意図があると私は
解釈した。この重たく頑固な粘着性のひもや玉
は、皮膚表面など身体に近い部位に感じられ、
クンダリニーのエネルギーの流れをふさぐ力
があった。その鉛のような重くねばねばした玉
の感覚とは、まさにあのデボラさんが言ったよ
うにマグマに対抗する「腫瘍」と表現すること
がふさわしいとも感じた。この感覚を打ち砕い
て駆逐するのに、従来の悟り系の瞑想、柔らか
く細やかな、あるいは女性的なマントラエネル
ギーのみではまったく何ともならず、同種の力
強い男性的なエネルギーを時として局部的に対
抗させること、もしくは物理的な対処（局所の
対処をする法具や鳴り物や香りものなど）を用
いることが有効かつ必要であった。ただし、そ
の際にも、従来のクンダリニー瞑想の一般的な
修行は有効であった。外的な邪気は、自らがも
ともと抱える弱点を促したり強化するかたちで
覆いかぶさってくるように感じられたので、自
らの弱点やトラウマの浄化も同時に進めること
が有効だと考えたのである。単純ではないよう
だ。中国やインドでは、邪気はいたるところに
存在し、道を歩いていただけの何らかかわりの
ない人にも付着することがあり、だれからも恨
まれることがない善良な人物であるからといっ
て、穢れや呪いの魔の手から逃れることはでき
ないといわれる。修行の邪魔は、石川勇一が言
うような基本的に各人がもっている因縁ではあ
るが、穢れ、蠱、鬼、邪気などよばれる霊的な
障害は、各人の善悪の行いとは関係なく、偶然
的に人に影響を及ぼすことがあるといわれてい
る（なお無関係な人を意図的に巻き込むことで
成立する魔術もヨーロッパの魔術の歴史のなか
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には存在している）。インドではシヴァ神が蛇
を首に巻きつけたり、体に這わせていたりする
絵画を見かける。あまり一般的ではないが、修
行の結果、強大な力をもつに至ったシヴァに、
仙人たちが嫉妬し、危機感をもって蛇の呪いを
かけたという説もある。シヴァ神のもつ宇宙的
で破壊的な力に対する、人間界からの報復的な
呪いが蛇として描かれるのかもしれない。中村
雅彦も、宗教の世界ではサイキック戦争、暗闘
が行われており、優れた力量をもつヒーラーが
同業者から脅威と判断されて呪詛で攻撃される
という風説や、宗教組織を脱会しようとする信
者を組織的に呪うことがあるのだという（中村 

2003: 18-43）。また、インドには他人の用いた
食器や衣服を使用しないという習慣が存在する
が、その他にも衣食住の様々な文化や社会的な
制度についても、そこには穢れを関係のない他
者から不用意に受けないようにするという目的
が隠れている。白隠禅師は修行途中禅病で苦し
んだ。釈迦は悪魔マーラーに何年も修行を邪魔
されるという関門を通り抜けた。ソクラテスや
イエス、親鸞や日蓮も、その力強い宗教的な態
度ゆえに、かえって平穏とはいいがたい困難な
人生を送った。重大な過失がなくても、一定の
力量に達した、強度と持続性のある修行者は試
され、あるいは目的を邪魔されるということは
ありうるのかもしれない。インドでは、グルは
（例えば弟子の身体に触れることで）積極的に
弟子のカルマを引き受けるという思想がある。
私が知り合ったあるインド人は、自分のグルは
弟子たちのカルマと汚れを引き受けて早く他界
したとその偉大さを誇らしげに語っていた。そ
う考えると、むしろ身近な隣人からの穢れの伝
染を意識して対処することは重要な修行過程と
考えることができる。またそこまで至らずと
も、修行の邪魔自体が修行に必須の過程であ
り、そうした困難に向かい合うことが修行その
もの（苦行）といえるのかもしれない。病や困

難などをもたらす邪気も実は修行の協力者なの
かもしれない。インドのアシュラムでは、尾て
い骨を物理的に刺激するような修行法や、激し
い火の呼吸の修行法もとられていたが、いずれ
にせよクンダリニーヨーガや瞑想などのこうし
た覚醒技法は、不動明王などの男性的なエネル
ギーのマスターによる霊的な防御法や霊的な危
機の対処法を先んじて学び身に着けたうえで、
その後慎重に行う必要があると筆者は考えてい
る。
そして、おそらく邪気とは物質に近い、姿か
たちの比較的はっきりした（境界をもつ自律的
で）荒いエネルギーではないか。だからこそ似
た粗いエネルギーや音や線香の煙などの3次元
的な要素に反応するとされるのではないか。こ
うした思想をもとに、癖の強い音や煙を併用し
杖や棒や錫杖などを用い体内の邪気を局部的に
燻し攻めにしたり、ひっかきだしたり、たたき
出すというやり方がとられているのであろう。
邪気をうち砕いたり燃やしたり追い払うことに
ついては、クンダリニーの覚醒技法以上に論考
が少なく研究が遅れている領域であり、それは
密教的な内容で秘密とすべき事柄だからなのか
もしれないが、そうした制限に配慮しつつ、文
化人類学的な観点から今後の研究テーマとした
い。クンダリニーの覚醒については、医師や研
究者による統計的な研究も一定程度存在すると
ころ、その障壁の対処について先行研究文献が
存在しない。妖怪や魑魅魍魎などと言い表され
てきた邪気については民俗学や文化人類学的な
研究対象とはなっても、クンダリニーの障壁
（クンダリニー症候群）として医学的な研究対
象とはなっていない。なお、この邪気を払う身
体技法に関しては、東洋医学の文献や、道教や
密教の古い文献のほか、西洋思想の形而上学に
おいて正面から扱われている。
私は、スピリチュアルな文献や研究のなか
で、外在的な力である邪魔の側面に関しては従
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来全く関心も知識もなかったので、そうした分
野について怪しい内容と感じてきた。結局、私
の周囲にいた数名の著名なグル、清々しい精妙
な悟りのエネルギーを注いでくれるヨーガのグ
ルたちは、こうした修行上の邪気や緊急事態の
対応をよく知らず、万人万物を愛しなさいと教
えてくれた。邪気だからといって払い除けるこ
とはよくない、自分の一部として愛して受け入
れなさいなどとアドバイスをされたこともあ
り、そうしたアドバイスを半年程度実践してみ
た。しかし、私は圧迫される感覚の進行を許し
続け無防備で過ごすことになった。その後いっ
たん侵入を許してしまった邪気（冷え性）を払
い除けて、事後的に浄化するためにはたいへん
な苦労をした。ただ、まずは邪気にも愛を注ぎ
それでも邪気の侵攻が収まらなかったという経
緯は、後々自分がしていることは正当な防衛や
反撃だと感じるための理由となった。このあた
りの対応は、各人の価値観による判断になると
思う。
私はある師匠（グル）にかなり長く師事して
きた。このインドのグルは、クンダリニーの浄
化について大変な導きの力をもっていたことは
確かだと私は感じていた。このグルのまもりが
あれば修行に危険はなく安全であると私は教え
られてきたが、実際には悟りの微細な聖なるエ
ネルギーの恩寵で粗い邪気の侵攻を防ぐこと
はほとんどできず、そのまましばらくは私の師
匠のいうことを聞いていたが、状況は悪化し埒
が明かず新たに指導者を探さねばいけないと感
じた。師匠だからといって、魂の暗闇の多彩な
経験、魔との対面や格闘を知っているとは限ら
ないため、師匠のいうことをなんでもうのみに
していいのか今からすれば疑問であり、自分に
合った師匠を探すことが一番大変だというニラ
ンジャナ先生の言葉を私は何度も思い出した。
霊的な指導者は常に絶対的な言い方で語るもの
だが、自分にわからないことはわからないと正

直にいうべきであり、クンダリニーについて憶
測で助言をすることは避けるべきであるとも感
じている。クンダリニーは、その松明のような
炎によって、邪魔や困難な状況を引き寄せると
同時に、自分に合った師をも引き寄せ、師を探
す旅へと私たちを導くようであり、結局は、師
匠のいうことを理解しながらも、最終的には自
身のクンダリニーに誘導される（そうしないと
緊急事態を招く）と感じている。過度に自己本
位にならぬよう、教えとのバランスをとりなが
ら修行を進めることは困難だが重要だと感じ
た。
なお、臨死体験者にクンダリニー覚醒が起き
ていることを疑わせる研究からしても、クンダ
リニー覚醒を目指す場合は苦行が向いており、
クンダリニーがすでに覚醒している場合、生死
をさまようような苦行は避け、より穏やかな修
行のみで十分ではないかと私は感じている。密
教や日蓮宗の修行法はクンダリニー覚醒と浄
化の双方と関わりがあると私は考えている。ま
た、詳細は稿を改めるが、現在、常葉大学の研
究費で法具、チベタンボウルやティンシャを購
入し、その音響にも浄化の作用があるのかどう
か自験をしている。そして、以前私が邪気につ
いて未経験の時に学んでいた西洋系の身体技
法（冷え性もなく元気だった当時、私にはその
価値がわからなかった）を学びなおした。これ
は、カバラやバニシングリチュアルに関する体
系的な技法であり、アイスランド出身のカバリ
ストであるグッドニー氏や中込英人氏が公開し
たものである。そして、クンダリニーの覚醒者
であるSukhendu博士（インド、コルカタ）な
どを新たに探し、自らの浄化をすすめクンダリ
ニーの力を増すことでほぼ邪気の問題は解消へ
と至り現在に至っている。しつこい邪気にまと
わりつかれることで、結果として私は邪気を払
い除ける力をつけ、またクンダリニーの覚醒が
不十分であることを知って新たな覚醒者の師匠
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1に出会い、覚醒の度合いを高めることができ
た（そうする必要があった）わけである。

おわりに

不可視の世界にも段階的に様々な次元がある
ことは例えばカバラをはじめとした形而上学が
示しており、物質世界もそれら世界の一つの過
程、段階に過ぎないと考えられているが、それ
らのすべての領域をマスターしなければ、根源
的な悟りの世界へ安定的に足を踏み入れること
はできないのではないか。ショートカットの悟
りは持続性を欠いて一時的なものになるのでは
ないか。
クンダリニーの障害物には、過去の自らの因
縁、カルマ（あるいはトラウマ）というだけで
はなく、もろもろの外因もある。そして、イ
ダーとピンガラーの修行上のバランスを含め
て、自身が整っていないことが、やはり外的な
障害物を乗り越えにくくさせている。修行の道
には、しばしば民俗学における様々な悪鬼や霊
魂などと象徴されるようなエネルギー的なブ
ロックが存在し、修行が進むほどにかえって邪
魔をしてくるのだが、そうした障害物によって
何度も自分に立ち返る必要性が出てくる。
私の経験では、クンダリニー上昇に対して邪
魔が入った感覚の軽快には長い時間と労力がか
かった。クンダリニーの覚醒、対処法として
は、一般的にヨーガのみが知られているだけで
あるが、ヨーガだけやっていればうまくいくと
いうことではなかったのである。こうしたバラ
ンスの良い情報がない社会的状況だから、クン
ダリニー覚醒による苦痛を訴え続ける人々があ
とを絶たないのではないか。クンダリニーの上
昇には、一見無関係に見えるような事柄、粗大
な次元の領域を扱う身体技法の応用が欠かせな
いのである。そして、この邪魔を払いのけ乗り
越えるプロセスでは、それを受け身に師に払っ

てもらうだけでは足りず、払いのける能動的な
力＝修行におけるアウトプットの力を自らが身
につけなくてはならないと私は考えている。将
来的にもいつ何時、霊的な緊急事態に遭遇する
かはまったくわからないものであり、いつまで
も師が健在とは限らないし、また師に自らの緊
急事態のすべてがわかるというものでもなく、
依存するわけにはいかないからであり、また、
それがイダーとピンガラーの均衡を図ることに
なるからである。
振り返ってみると邪魔が入ること自体が、グ
ルにサレンダーして従う受け身の修行に偏り、
自ら能動的に気を発して払っていくという態度
が欠けていたことに気づくきっかけになり、魔
との遭遇自体が能動的、男性的に払い除ける力
を増すための必要な修行プロセスだったのでは
ないかと振り返って感じている。
『草枕』ではないが、義理を欠けば角が立ち、
ねたみや嫉妬により自分の仕事や生活を邪魔さ
れることはこの世の常であり、悟りの修行にお
いても、現実に近い粗い次元では、そうした義
理人情の沙汰があったとしても不思議ではな
く、またそうした課題、問題を通じて、人はは
じめて自らのアンバランスに気づいてバランス
を取り戻していくのではないだろうか。
修行の終盤で釈迦が６年にわたりマーラーの
攻撃、邪魔に遭遇したように修行のプロセスに
おける危機、邪魔は直接的な理由がなくても起
こりうる。現実社会では危機管理が重要視され
るが、スピリチュアリティーにおける危機管理
も重要である。あらかじめ修行上言い伝えられ
ている典型的な危機に対応できうるように自ら
が、外部からやってくる邪気を払い除けるとい
うアウトプットの技法や力を身につけておくこ
とはきわめて重要であると考えている。内面へ
と向かう瞑想や座禅だけでは、邪気を煩悩とし
て無視できるレヴェルであればよいが、白隠禅
師の禅病のような邪気が関係した深刻な状態か
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ら回復することは困難であろう。
初期仏教で重視されているような戒律を意図
して守った態度や生活が（他者へ優しくすると
いうよりも自らのために）重要であるが、私の
経験からは、クンダリニーの障害物の解消につ
いて自力には時間的にも限界があり（今生で覚
醒を目指すのであれば特に）、師や神の恩寵が
なければクンダリニーの覚醒や上昇には容易に
はたどり着かないと感じている。私の努力不足
はもちろんだが、今回の人生という限られた期
間で、クンダリニーの上昇に取り組もうとすれ
ば、先人の業績と恩寵にすがらざるを得ず、そ
こへとたどり着く長い道のりが自力なのではな
いかと思うものの、他力に依っていては、自
分の意志の強さが損なわれる、グルやパワー
スポットなどの環境に依存しない悟りこそが永
続的なものという考えにも惹かれる。インドで
は、あえて穢れた場所、暗い森の中や夜の墓場
で瞑想する修行者もいて、彼らは悟りではなく
邪術の目的をもってそうしているとする解釈も
あるが、瞑想しづらいような不浄な環境でも内
面の悟りを安定させ維持することを目指し、自
らの強い意志でわざと困難な環境を選んで瞑想
しているとすれば、彼らの悟りは環境に左右さ
れない本物だろうなと考えたりした。（衆生救
済のために世俗へ下りて瞑想するのだというか
ら、個人的な悟りという考えは彼にはないのか
もしれない。）ただ、ヨーガの伝統においても
グルにまず悟りに導いてもらい覚醒ができた後
には、その弟子は自ら市中のもっとも不浄な場
所へ行って瞑想し、環境の浄化に努めることは
あるのだという。
繰り返しになるが、邪気と出会わずに幸運に
悟りを成就することができればよいが、魂の暗
闇は通らざるを得ず、遅かれ早かれ出会う宿命
だとすれば、自らがより粗大な気を出して払い
除ける動的な、アウトプットのための身体技
法、修行が必要だろう。この動的な修行はマイ

ンドを使うものになり、能動性、積極性、男性
性を強めるが、自己を見つめ執着を手放す静的
な修行と同時に行うことは可能であり、それら
のバランスをとってゆくことが魂の暗闇を通過
するにあたり重要ではないだろうか。悟りを目
指すものには、一見無関係に思われるような、
物質に近い不可視の次元（哲学的に言うエーテ
ル、アストラルなどの世界）、あるいは社会的
次元の理解、扱い、それらのマスターもまた必
要であろう。

付記
本稿は、2021年10月、常葉大学での日本トランスパー
ソナル心理学／精神医学会大会での報告と質疑応答の
内容を踏まえたものである。

注
1 このクンダリニーの覚醒した師匠は苦行に相当す
るような日常生活を経て、真言を唱える修行に導
かれ、自然にクンダリニーが覚醒し、それらを魂
の導きだと感じているそうである。
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抄録
宗教には様々なものがあり、同じ仏教でも宗派は様々
だが、クンダリニー覚醒の様子、その過程も十人十色
であり、その人の現在の状態に必要な修行法もそれぞ
れで異なってくる。そして瞑想をはじめると、QOLが
改善するという実証研究も積み重ねられてきている。
しかし、修行の過程でクンダリニーが目覚めれば、覚
醒したクンダリニーが敵味方様々なものを引き寄せ、
良いこと悪いこと含めて人生のスピードが加速する可
能性がある。密教や日蓮宗では法に帰依する修行者に
対する邪魔を砕き退ける祈祷がある。クンダリニーが
覚醒すれば、その光と熱は他から感知され、修行者は 

困難を含む様々な出来事を呼び寄せて、速いスピード
で経験するようになる。邪魔が入り霊的な障害を患う
のは、その人のその修行の先に達成可能な変化が見え
てきているからそれを阻止しようとするのである。歴
史を振り返り多くの宗教家の生涯を思い起こしてみて
も、彼らの人生に修行を邪魔する人物や艱難があった。
白隠禅師のように修行において禅病になり、その霊的
な障害が雑念として無視できないレベルであれば、そ
れに向かい合う必要があり、そこに禅以外の浄化や厄
払いのような攻撃的とも思われる修行法が生まれた理
由があるだろう。このようにクンダリニー覚醒の状況
が多彩であることにかんがみれば、異なった修行法、
宗教宗派が生まれてきた理由が理解できる。そして、
クンダリニー症候群は、日常生活を困難にするが、そ
れを克服する過程では勤勉に内面的な過程に取り組ま
ねばならないわけで、それ自体を修行と評価すること
は可能であろう。

キーワード：クンダリニー、縦の柱とよこしまな力、
霊的な危機、修行におけるインとアウト

Abstract
In this paper, I will discuss various problems related to the 
practice of kundalini awakening, and the evil as external 
factors. In another words, the aim of this paper is my personal 
opinion on the factors causing the Physio Kundalini 
Syndrome. As I pointed out in my previous article (JATP, 
Vol.20), Kundalini is also symbolized as Goddess Shakti, who 
is separated from Lord Shiva at the head Chakra. She the 
Kundalini is said to let us experience the liberation from the 
dualistic delusional world (Makiguchi 2020). C.G.Jung 
described kundalini awakening as “the greatest adventure of 
his life,” and the process of training leading to liberation is 
not necessarily an easy and simple one, but a tough and 
lonely journey with many hardships. There are various 
barriers and blocks on this path, and it is sometimes life-
threatening to overcome them. Obstacles that cause disorders 
such as Physio Kundalini syndrome are sometimes said to be 
past traumas and karma that exist in the chakras, or external 
evil architypes. But there seems to be few researches on these 
obstacles especially from outside. In this paper, I will 
examine various problems including external factors in the 
path of kundalini awakening.

Keywords: Kundalini awakening, Vertical-rising versus 
horizontal-disturbing aspect, Spiritual emergency, 
Obstacles on the spiritual path, Ascetic practice for 
input and output


